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      令和３年３月発行 

第６1 号の内容 

▼滋賀県消費生活センターは開設 50 周年を迎えます！ 

   消費生活センター50 年のあゆみ 

▼消費生活川柳 ～入賞作品のご紹介 

        

滋賀県消費生活センターは開設 50 周年を迎えます！  
  

 滋賀県消費生活センターは、昭和４６年 4 月に彦根市に県立消費生活センターとして開

設され、令和３年 4 月に５０周年を迎えます。 

 この５０年を振り返ると私たちの生活は劇的に変わりましたが、物やサービスを購入し

て、それを日々消費することは今も昔も変わりなく今後も続いていきます。商品を購入す

るときは、広告や勧誘をうのみにせず、情報を収集したり比較検討したりして、「しっかり

考えて購入する」ことが大切です。また、悪質商法や商品事故の被害などに対して一人ひ

とりの消費者自らが社会に声を上げていくことには大きな影響力があります。このような

積極的に社会に参画する行動が、人と環境を守る持続可能な社会の実現につながっていき

ます。 

      ～センターではこんな仕事をしています～ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６1 号 

相 談 事 業 

★消費生活に関する相談受付 

 消費生活に関する困りごとや契約・解約に関

する問い合わせや苦情など消費者からのご相

談を専門の相談員がお受けします。 

  ☎ ０７４９－２３－０９９９ 

月～土 午前９時１５分から午後４時まで  

  （祝日、年末年始は除く） 

インターネット消費生活相談もあります 

（PC・スマホからアクセス）   

 

  ☎ 局番なし１８８（消費者ホットライン） 

  お近くの相談窓口に繋がります。 

啓発・教育事業 

★出前講座（くらしの一日講座） 

 悪質商法や契約トラブルを始め

とする学習会などに講師を無料

で派遣します。 

★教材の貸出、啓発物品の提供 

 学校や地域の学習会で利用いた

だける DVD、パネル等教材の貸し

出しや、啓発リーフレットを提

供しています。 

★消費者啓発情報の発信 

 ホームページやしらしがメー

ル、Twitter などで消費者被害防

止のための情報を発信していま

す。 
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滋賀県消費生活センター50 年のあゆみ 

センターおよび県消費者行政の動き 消費者問題や社会での出来事

1971年
（昭和46年）

県立消費生活センター設立

1972年
（昭和47年）

各県事務所に消費生活相談員配置
全都道府県に消費生活センター設立
消防職員を騙る消火器販売被害多発

1973年
（昭和48年）

石油ショック、モノ不足による苦情多発
第一次石油危機「狂乱物価」　トイレットペーパー、洗
剤等の不足騒ぎ

1975年
（昭和50年）

消費者保護条例制定

1976年
（昭和51年）

サラ金被害急増
訪問販売法制定

1977年
（昭和52年）

琵琶湖に赤潮大発生　せっけん運動始まる

1979年
（昭和54年）

有リン洗剤の規制　「琵琶湖条例」制定

1980年
（昭和55年）

草津市に消費生活センター分室開設

1983年
（昭和58年）

消費者サロン設置
サラ金被害多発
貸金業規制法制定

1985年
（昭和60年）

「豊田商事110番」設置（全国的）
新聞への記事掲載による啓発開始

豊田商事事件

1986年
（昭和61年）

全国消費生活情報ネットワーク・システム（PIO-NET）
導入

1988年
（昭和63年）

毎年5月「消費者月間」はじまる

1990年
（平成２年）

図書資料室整備　情報収集提供機能の拡充を図る カラーテレビ発煙、発火事故多発

1991年
（平成３年）

消費者保護条例を消費生活条例と改称 牛肉、オレンジ自由化スタート

1992年
（平成４年）

多重債務の相談増加 多重債務が社会問題化

1995年
（平成７年）

SF商法による高齢者苦情増加
個人情報保護条例制定
製造物責任法施行に伴い、商品の品質・安全性にか
かる相談が大幅に増加

阪神・淡路大震災
こんにゃくゼリーの窒息による死亡事故

1996年
（平成８年）

欧州で狂牛病発生、消費者の不安解消策として輸入
牛肉の原産国表示決める

1997年
（平成９年）

　 和牛オーナー商法被害多発

2000年
（平成12年）

訪問販売法→特定商取引法に名称変更
大手乳業メーカーの低脂肪乳による戦後最大の集団
食中毒事件

2001年
（平成13年）

消費者契約法施行

2002年
（平成14年）

県内相談件数初めて10,000件を超える
（うち県センター6,107件）

食品偽装事件多発

2003年
（平成15年）

オレオレ詐欺など架空・不当請求が多発
個人情報保護法制定
ヤミ金融対策法制定   
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センターおよび県消費者行政の動き 消費者問題や社会での出来事

2004年
（平成16年）

草津駅前に分室移転、分室において土日相談開始
消費者基本法、特商法、割販法改正
振り込め詐欺被害多発

2005年
（平成17年）

くらしのかわら版創刊 未公開株・オンラインゲームトラブル多発

2006年
（平成18年）

第１次消費者基本計画策定 ガス瞬間湯沸かし器死亡事故発覚

2007年
（平成19年）

大手外国語会話教室破綻
菓子、精肉、料亭などで食品偽装事件多発
改正消費者契約法施行
金融商品取引法、改正金融商品販売法施行

2008年
（平成20年）

消費生活センター分室を廃止し、本所に統合 中国産冷凍餃子による中毒事故発覚

2009年
（平成21年）

行政機関となり、名称を「滋賀県消費生活センター」に
改称

消費者行政の司令塔「消費者庁」が発足
特商法、割販法の改正法が完全施行　指定商品・役務
制の廃止を始め、大幅に規制を強化
劇場型勧誘による被害多発

2010年
（平成22年）

消費者ホットライン（ナビダイヤル）稼働
貸金業法、出資法、利息制限法の改正完全施行（総量
規制の導入、グレーゾーン金利撤廃

2011年
（平成23年）

県内の全市町に消費生活相談窓口開設
第２次消費者基本計画策定

東日本大震災発生、震災に便乗した商法続出

2012年
（平成24年）

高齢者の相談件数が、全相談件数の3割を超える
サクラサイト商法被害拡大
消費者教育推進法制定

2013年
（平成25年）

高齢者を狙った健康食品の送り付け商法が激増
ホテル、百貨店等での食品表示等の不正事案多発

2014年
（平成26年）

大手通信教育、雑誌等の出版会社で個人情報流出が
発覚

2015年
（平成27年）

消費者ホットライン３桁化（１８８番）
第３次消費者基本計画策定

マイナンバー通知開始　便乗詐欺被害多発

2016年
（平成28年）

改正景品表示法施行、課徴金制度が導入
電力自由化に便乗した勧誘への相談多発

2017年
（平成29年）

インターネット相談受付開始
9月以降架空請求ハガキの相談急増

改正資金決済法施行、「仮想通貨」に関する新しい制
度がスタート

2018年
（平成30年）

架空請求ハガキの相談がピーク
成年年齢を20歳から18歳へ引き下げる改正民法が成
立

2019年
（令和元年）

定期購入トラブルが急増

2020年
（令和２年）

新型コロナウイルス関連相談の急増
通信販売の相談増加

全世界で新型コロナウイルス感染症が流行
マスク・アルコール等コロナ関連商品入手困難
改正民法（債権関係）施行

2021年
（令和３年）

４月、開設５０周年を迎える
 

                         

   

県内相談件数が最多となったのは、

平成 16 年度で 35,262 件でした。 

（うち県センター17,674 件） 
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「くらしのかわら版」第 61 号（令和 3年 3月発行） 

滋賀県消費生活センター 〒522-0071 彦根市元町 4-1  

TEL 0749-23-0999（相談） 0749-27-2234（事務）FAX 0749-23-9030 

  

 

ホームページ 

 

https://www.pref.shiga.lg.jp/shohi/ 
 
  

（ホームページ） （Ｔｗｉｔｔｅｒ） 

滋賀県消費生活フェスタ２０２０ 

消費生活川柳 ～入賞作品のご紹介 

滋賀県消費生活センターでは、令和２年９月 15 日から 11 月 30 日にかけて、消費生活に関する

川柳を募集しました。応募いただいた 471 作品から選ばれた入賞作品を紹介します。 
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とこさんまさんコメント 

クーリング・オフや詐欺のことを色々調べたら、対処の方法や手口が 

「変わる、変異する」ウイルスと詐欺の共通点に気づきました。その中で

「変わる、変異する」ことに対する対策を日々考えてほしい、という気持

ちを込めて作品を作りました。 

「変異する」という時節のトレンドをつか

み、ウイルスと詐欺の共通点を上手に表現

していてとても良いです。 

ウイルスと同様に詐欺の手口や対処法も

変わっていくので、注意してください。 
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悪質商法や特殊詐欺の被害防止につながるもの、または、買い物など普段の消費生活の中で

感じたことや気づき、こだわり、工夫、体験、エピソード等に、ユーモア、時節の出来事等

を盛り込んだもの。 

テ
ー
マ 

優秀賞 優秀賞 優秀賞 優秀賞 優秀賞 
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